
実にあなたは、啓典の民である人々のところへ行くのだ。ゆえに彼らをまず『ラー・イラーハ・イッラッラーフ
（アッラー以外に崇拝されるべきいかなるものも存在しない）』という証言へと招け。

アブドッラー・ブン・アッバース（彼らにアッラーのご満悦あれ）によれば、アッラーの使徒（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は彼がムアーズをイエメンへ派
遣した時、彼にこう言った：「実にあなたは、啓典の民である人々のところへ行くのだ。ゆえに彼らをまず『ラー・イラーハ・イッラッラーフ（アッラー以外に崇拝
されるべきいかなるものも存在しない）』という証言へと招け（別の伝承によれば、「アッラーを唯一化することへと招け」）。そして、もし彼らがそのことにおい
てあなたに従ったなら、アッラーが彼らに毎日毎晩５度の礼拝を義務づけたということを、教えよ。そして、もし彼らがそのことにおいてあなたに従ったなら、アッ
ラーが彼らに、裕福な者たちから取られて貧しい者たちに返されるサダカ（施し）を義務づけたことを、教えよ。そして、もし彼らがそのことにおいてあなたに従っ

たら、彼らの大事な財産には手を付けないように。不正を被っている者の祈りを恐れよ。それとアッラーの間を阻むものはないのだから。」
[真正] [二大真正集収録の伝承]

預言者（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は、ムアーズ・ブン・ジャバル（彼にアッラーのご満悦あれ）をアッラーへと招く者、教師としてイエメン地方へ派遣した時、
彼に歩むべきダアワ（宣教）の道筋を立ててやり、こう説明した：ユダヤ教徒とキリスト教徒からなる知識と議論の民と出会うことになるので、彼らとの議論と難題への対応
のための準備をしておく必要があること。彼らに宣教するにあたっては、重要なものから順番に始めること。まず信条を正すことから始め、それに従ったら、タウヒード（唯
一神信仰）の後に重要な義務である、礼拝の遵守を命じること。そしてそれを行うようになったら、貧者たちへの浄財の拠出を、裕福な者たちに命じること。それは貧者たち
への慰安であり、アッラーへの感謝でもある。そして、最良の財産を取らないことへの注意。中程度のものを取ることが義務である。また、公正さの遵守と、不正の放棄。そ
れは不正を受けた者が、彼に対して災いを祈らないようにするためであり、不正を受けている者の祈りが叶えられるためである。
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